
密 植 機 械 化 泉 囲 の 養 試 経 常 モ デ ル 体 系

( 蚕 試:  栽桑 部、 養 蚕 経 営 部、 環 境 部 )

1 . 背 景 と ね ら い

密 植 犠 械 化 桑 囲 は 造 成 当 年 か ら 高 い 生 産 力 を あ げ、 高 収 益 作 日 に 劣 ら な い 収 益 牲
を あ げ る 技 術 と し て 積 極 的 に 導 入 さ れ 栽 培 面 積 も 増 加 し て き て ぃ る。
こ の た め、 密 植 機 械 化 桑 園 を ペ ー ス と し た 高 収 益 養 蚕 経 営 を 確 立 す る こ と が 当 面
の 重 要 課 題 と な っ て い る。 そ こ で、 こ れ ま で に 開 発 さ れ た 技 術 を 総 合 的 に 組 立 て 督
植 株 械 化 桑 田 の 養 蚕 経 常 モ デ ル 休 系 を 作 成 し た。

2 . 技 術 内 容

( 1 ) 経営 モ デ ル 体 系 の 適 用 条 件

ア  適 用 地 域:  この 技 術 の 適 用 地 域 は、 北 上 川 下 洸 ・東 南 部 チ“域 お よ び 沿 岸 部 と
し、 晩霜の被誓を受けやす↓ヽ場所は避ける。
イ  経 営 規 模 等 :  本県 に お け る 大

' 規
模 養 琴 農 審 ? 桑 困 面 積 は 2  h a 以_ L が4 9 % を 占

め、 家 族 労 働 力 も 平 均 3 人 を 保 有 し て い る の で、 本 モ デ ル 体 系 で は 次 の 基 礎 条

件 を 設 定 し た。

① 経 営 規 模 ② 機 械 導 入

普通・密植組合せ体系 傑 房叫 普通 ・密植組合せ体系

400a

扶
149箱(6回休系)
2,020kg

120kg

案囲作業
小型運搬車

項

桑囲面積
家族労働力
す市量
期待収量  〈痢
(10a当たり)(爾)

( 2 ) 栽桑 技 術

ア  集 品 種 :  桑出 種 は じ ん け ん も ち、 あ お ぽ ね ず み を 主

て は 剣 持、 ゆ き し の ぎ を 用 い る。 地 帯 別 の 選 定 に 対 た

休 と し、 〕 部 地 域 に お い

つ て は 岩 手 県 メ ッ シ ュ 気

候 図 に よ る 案 品 種 適 応 地 域 表 示 を 利 用 す る。

イ  密 植 案 囲 の 造 成 法:  バ イ ン ダ 型 条 桑 刈 取 機 械 の 収 穫 に 適 し た 4 型 式 の 密 植 案

囲 造 成 技 術 を 確 立 し た が、 首 木 横 伏 法 は 宙 木 密 植 法 に 比 べ 造 成 経 費 が 8 6 % で 済
み 経 営 的 に み て 有 利 で あ る の で、 本 体 系 で は 商 木 横 伏 密 植 法 を 採 用 し た ( 1 , 4 0 0

本 / 1 o  a ) 。

ウ  案 囲 の 収 穫 型 式 :  年 5 日 育 に 適 し た 収 穫 法 は 岡 - 1 の と お り で あ る。

( 3 ) 育 蚕 技 術

ア  現 行 育 蚕 技 術 体 系 と 原 則 的 に は 同 じ で あ る が、 密 植 桑 に つ い て は 小 束 の ま ま
扇 形 給 与 と す る。

イ  蚕 の 這 い 上 が り を よ く す る た め、 湘 度 管 理 を 適 コモに し て 桑 の 食 い 残 し が な い
よ う に 給 桑 す る。

250a
3人

112箱(5回体系)
2,420kg

145kg

密 植 機 械 化 体 系

小型運搬打

具〒ジフ鉢垂案其詔隷態
布慣

許詔亨纂莱潟曇坪震
慣

条払機、収繭毛羽取横
条桑カッター

輝ジ察猟整繁真詔隷態布候
動力剪定鉄、2輪 トラタター

解認亨霧兼潟緩鱗届
撫

条払ほ、収蘭毛羽取ほ
条桑カッター
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ウ  上 族 前 の 組 入 れ は 蚕 児 の 這 い 上 り を よ く す る た め、 1 日 2 回 給 桑 の 場 合 網 入

後 条 払 い ま で 3 食 以 上 給 桑 ( 解 東 ) で き る 時 期 に 行 う。

( 4 ) 経営 経 済 評 価 :  技術 体 系 に も と づ い た 経 常 試 算 結 果 は、 O 密 植 機 械 化 体 系 ( 5

回 育 :  2 . 5 h a ) の所 得 が 3 , 0 5 6 千円 ( 1 0 a 当た り 1 1 9 千円 所 得 率 4 2 . 9 % ) 1 日 当 た り

労 働 報 酬 は 7 , 5 0 6 円、 蘭 1  0  0  k g 当た り 労 働 時 間 は 9 3 . 0 時間 で あ る。 ② 普 通 ・密 植 組

合 せ 体 系 ( 6 回 育 ;  4 . O h a ) の所 得 は 3 , 3 4 1 千円 ( 1 0 a 当た り 9 6 千円 所 得 率 4 0 . 5 % )

1 日 当 た り 労 働 報 酬 は 7 , 1 3 5 円、 南 1 0  0  k g 当た り 労 働 時 間 は 9 8 . 9 時間 で あ る。

3 . 指 導 上 の 留 意 事 項

( 1 ) 本モ デ ル 体 系 で は、 基 幹 労 力 に 余 裕 が あ る 場 合 に は 5  h a 規模 ま で 面 積 拡 大 は 可

能 で あ る。

( 2 ) 中間 年 次 に お け る 土 壌 改 良 と 有 機 物 稲 給 技 術 が 可 能 と な つ た の で、 地 力 の 増 強

と 樹 勢 維 持 に よ り 密 植 桑 園 の 耐 用 年 数 は 普 通 桑 園 と 同 じ 1 3 年と し た。

( 3 ) 良質 桑 の 安 定 生 産 を 図 る た め、 1 0 a 当 た り N :  4 0 k g にあ わ せ て、 桑 園 土 壌 型 に

よ り P 2 0 S 、 K 2 0 を 増 施 す る。

( 4 ) 本体 系 で は 横 械 収 穫 能 力 の 範 囲 で 伐 採 収 穫 ・給 桑 作 業 の
一 連 技 術 を 可 能 に し て

い る。 そ こ で 慣 行 体 系 の よ う に 貯 桑 室 の 設 置 を 考 慮 し て い な い の で 留 意 す る こ と.

( 5 ) 多回 育 体 系 で は、 作 柄 安 定 が 重 要 で あ る。 蚕 病 防 疲 管 理 を 徹 底 し、 特 選 薦 の 生

産 に 努 め る こ と が 必 要 で あ る。
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図   普 通桑田と酪価槻般化染回の組合せ (6田体系)
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